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「
初
期
議
会
」
は
、
藩
閥
政
府
と
民
党
の
対
立
の
形
で
語
ら
れ
る
。
概
説

だ
け
で
な
く
、
研
究
で
も
自
由
党
や
改
進
党
な
ど
に
つ
い
て
そ
の
主
張
や
憲

法
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
克
明
に
進
め
ら
れ
た
が
、
貴
族
院
に
つ
い
て
は
置

き
去
り
に
さ
れ
た
。
あ
た
か
も
初
期
議
会
に
貴
族
院
は
存
在
し
な
い
か
の
よ

う
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
貴
族
院
で
も
審
議
は
同
時
間
数
続
け
ら
れ
、
政
府

は
じ
め
に

藩
閥
政
府
と
民
党
の
対
立
を
意
味
す
る
「
初
期
議
会
」
と
い
う
歴
史
用
語
が
成

立
し
て
久
し
い
。
軍
備
拡
張
を
合
め
た
予
算
案
を
提
出
し
た
政
府
に
対
し
て
、

「
政
費
節
減
・
民
力
休
養
」
を
掲
げ
る
民
党
が
予
算
削
減
を
決
議
し
て
、
議
会
は
、

憲
法
解
釈
や
議
会
解
散
の
可
否
を
も
合
め
て
、
極
度
の
緊
張
状
態
に
入
っ
た
。
対

立
は
、
結
局
自
由
党
か
ら
脱
党
組
が
出
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
妥
協
が
成
立
し
、
政

府
の
歳
出
予
算
総
額
か
ら
六
五
一
万
円
余
り
を
削
減
す
る
こ
と
に
な
り
、

八
九

文
学
部
論
集

第
八
五
号
(
二

O
O
一
年
三
月

原

有文

田

と
の
対
立
と
い
う
場
面
も
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
審
議
過
程
を
綿
密
に
辿
り
、

請
願
に
つ
い
て
も
貴
族
院
の
政
治
的
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
し
て
位
置
づ

け
な
お
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

貴
族
院

初
期
議
会
、
請
願
権
。

一
年
三
月
二
日
衆
議
院
を
通
過
し
た
。
修
正
予
算
案
は
直
ち
に
貴
族
院
に
送
ら
れ
、

審
議
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
経
過
を
、
大
津
淳
一
郎
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い

ヲ

Q

。
衆
議
院
の
予
算
案
を
議
す
る
や
、
直
に
之
を
貴
族
院
に
送
付
せ
り
。
〈
三
月

三
日
〉
時
に
会
期
既
に
切
迫
し
、
剰
す
所
僅
に
四
日
に
過
ぎ
ず
。
故
に
議
会

は
予
算
案
を
委
員
に
付
托
す
る
に
際
し
、
其
の
審
査
報
告
の
期
を
同
月
五
日

〈
午
前
〉
に
限
り
た
り
き
。
予
算
委
員
長
子
爵
谷
干
城
等
は
、
此
の
短
日
子

間
に
於
て
、
審
査
を
終
ふ
る
能
は
ず
と
し
、
其
の
職
を
辞
せ
ん
と
せ
し
が
、

五
五



初
期
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会
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貴
族
院
の
動
向
(
原
山
敬
一
)

其
の
許
否
未
定
の
聞
に
委
員
会
の
審
査
は
進
行
し
、

副
委
員
長
細
川
潤
次
郎

其
の
結
果
を
議
場
に
報
告
せ
り
。
而
し
て
其
の
報
告
は
全
然
衆
議
院
の
議
決

を
是
認
す
る
に
在
り
き
。
議
会
の
多
数
は
之
を
容
れ
、
是
に
於
て
予
算
案
全

部
、
両
院
を
通
過
せ
り
。

『
大
日
本
憲
政
史
』
第
三
巻
、
五
九
五

1
」
ハ
頁
、
回
収
書
房
、

一
九
六
九
年
)

つ
ま
り
、
貴
族
院
に
修
正
予
算
案
が
送
付
さ
れ
た
三
月
三
日
は
、
会
期
終
了
予

定
日
の
三
月
七
日
ま
で
四
日
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

三
月
コ
一
日
午
前
一

O
時

同

O
分
に
開
会
さ
れ
た
貴
族
院
本
会
議
は
、
議
事
日
程
を
急
速
変
更
し
、
「
予
算

案
審
査
報
告
ノ
期
限
ヲ
定
ム
ル
ノ
件
L

を
議
題
と
し
、
五
日
午
後
一
二
時
ま
で
に

審
査
報
告
を
す
る
よ
う
に
決
議
し
た
。
三
日
午
後
一
時
二

O
分
に
開
会
さ
れ
た
予

算
委
員
会
は
、
同
日
午
後
と
四
日
い
っ
ぱ
い
を
審
査
に
あ
て
、

五
日
午
前
に
は
審

予
算
案
を
決
議
し
、
五
日
午
後
か
ら
六
日
に
か
け
て
貴
族
院
本
会
議
で

審
議
さ
れ
、
六
日
午
後
八
時
半
頃
決
議
に
至
っ
た
。
委
員
会
・
本
会
議
と
も
に
一

査
終
了
、

日
半
の
時
間
し
か
か
け
ず
に
、
議
会
が
関
与
し
た
最
初
の
予
算
案
は
成
立
し
た
の

で
あ
る
。
先
の
大
津
の
記
述
は
、
「
而
し
て
予
算
戦
の
第
一
著
は
、
政
府
党
の
捷

利
に
帰
し
、

民
党
の
失
敗
に
終
り
た
り
き
」
(
同
五
九
六
百
円
)
と
結
ぼ
れ
て
い
る
。

民
党
の
決
議
し
た
大
幅
削
減
を
合
む
修
正
予
算
案
が
認
め
ら
れ
ず
、
政
府
の
同
意

を
得
た
小
幅
削
減
の
修
正
予
算
案
と
な
り
、
貴
族
院
も
合
計
三
日
間
で
そ
れ
を
認

め
て
、
政
府
を
援
護
し
た
。
「
予
算
戦
」
だ
け
で
な
く
、
議
会
の
あ
り
方
も
合
め

て
、
民
党
は
敗
北
し
た
の
で
あ
る
。

第
一
議
会
の
最
大
の
焦
点
は
、
歳
入
と
歳
出
を
初
め
て
代
議
士
が
審
議
す
る
子

算
案
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
帝
国
議
会
の
開
設
と
い
う
出
来
事
は
、

納
税
者
の
代
表
が
、

そ
の
収
支
に
つ
い
て
関
与
す
る
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
草

五
六

命
以
来
の
命
題
が
、
こ
こ
ア
ジ
ア
で
も
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
を
、

は
っ
き

り
と
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
第
一
回
議
会
で
議
論
に
な
っ
た
の
は
、
当
然
予
算

案
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
貴
族
院
の
審
議
も
、
三
月
三
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
の

四
日
間
で
は
な
か
っ
た
。
第
一
回
帝
国
議
会
は
、

一
八
九

O
年
二
一
月
一
日
か
ら

一
八
九
一
年
三
月
七
日
ま
で
、

の
べ
九
七
日
間
聞
か
れ
、
衆
議
院
貴
族
院
と
も
に

そ
の
間
審
議
を
重
ね
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
予
算
案
以
上
の
問
題
は
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
政
府
と
民
党
H
衆
議
院
に
の
み
焦
点
が
あ
た
っ
て
、
貴
族
院

が
お
そ
え
者
に
な
っ
て
い
る
政
治
史
は
正
常
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
を
検
討

す
る
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

貴
族
院
自
体
の
検
討
は
、
研
究
史
上
少
な
い
。
そ
の
中
で
、

芝
原
拓
自
「
帝
国

憲
法
体
制
の
発
足
と
貴
族
院
L

(

遠
山
茂
樹
編
『
近
代
天
皇
制
の
成
立
|
|
近
代
天
皇

制
の
研
究
1
』
行
波
書
庖
、

一
九
八
七
年
一
一
月
)
は
、
本
稿
と
対
象
時
期
を
同
じ

く
し
、
学
ぶ
べ
き
労
作
と
考
え
る
。
芝
原
氏
も
、

「
貴
族
院
の
機
能
と
役
割
の
分

析
は

そ
の

(
原
田
注
一
近
代
日
本
の
政
治
史
と
天
皇
制
国
家
の
性
格
の
究
明
)
不
可

欠
の
一
翼
を
占
め
る
べ
き
は
ず
の
も
の
」

二
二
九
頁
)
だ
が
「
貴
一
政
院
の
機
能

や
役
割
を
こ
れ
ら
と
の

(
原
田
注
一
衆
議
院
川
政
党
と
政
府
川
文
武
官
僚
機
構
と
の

衝
突
・
妥
協
や
力
関
係
の
変
遷
な
ど
を
軸
と
し
た
政
治
史
研
究
)
関
係
で
系
統
的
に

追
究
し
た
成
果
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
」
(
三
三

O
頁
)
と
、
慨
嘆
し
て
い
る
。

実
情
は
余
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
芝
原
論
文
が
登
場
し
て
二

O
年
以
上
た
っ
た
が
、

貴
族
院
研
究
は
相
変
わ
ら
ず
お
寒
い
状
況
で
あ
る
。
芝
原
論
文
と
本
稿
の
違
い
も

明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
そ
の
よ
う
な
研
究
上
の
問
題
か
ら
、
ま
ず
は
第
一
議
会

に
お
け
る
貴
族
院
の
役
割
を
実
態
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
第
一
の
目
的
で
あ
る
。

政
治
史
的
な
動
態
分
析
は
、
続
稿
と
し
た
い
。



最
も
重
要
な
基
本
資
料
は
、
東
大
出
版
会
刊
行
の
『
帝
国
議
会
貴
族
院
議
事
速

記
録
L

第
一
回
議
会
、

上
下
二
巻
(
一
九
七
九
年
、
以
下
『
院
速
記
録
』
と
略
す
)

と
、
『
帝
国
議
会
委
員
会
速
記
録
」
明
治
編

1
、
第
一

1
1
1
1

第
四
回
議
会
(
一
九
八

五
年
、
以
下
『
委
員
会
速
記
録
』
と
略
す
)
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
委
員
会
速
記
録
』

は
、
「
予
算
委
員
会
」
分
し
か
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
他
の
委
員
会
も
開
催

さ
れ
た
が
、
記
録
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
分
析
の
中
心
は
、
『
院
速
記
録
』
を
使

用
し
た
本
会
議
中
心
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
委
員
会
速
記
録
の
欠
如
と
い
う
欠

陥
は
、
第
三
回
帝
国
議
会
記
録
ま
で
続
き
、
第
四
回
帝
国
議
会
に
な
る
と
若
干
改

い
ず
れ
も
官
報
別
冊
を
そ
の
ま
ま
写
真
版
で
印
刷
し
た
も
の
だ
か
ら
、

善
さ
れ
る
。

カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
と
な
っ
て
い
る
が
、
読
み
や
す
き
の
上
か
ら
ひ
ら
が
な
交
じ

り
文
に
修
正
し
て
、
引
用
す
る
。

貴
族
院
の
構
成
に
つ
い
て

芝
原
論
文
第
一
章
「
貴
族
院
の
組
織
と
権
限
を
め
ぐ
っ
て
」
が
、
筒
に
し
て
要

そ
れ
を
参
考
に
し
つ
つ
、
貴
族
院
の
構
成
を
ま
と
め
て

を
尽
く
し
て
い
る
か
ら
、

お
く
。貴

族
院
は
、
名
称
か
ら
し
て
「
貴
族
」
か
ら
な
る
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
が
、
貴

族
院
議
員
は
四
種
類
の
選
出
母
体
を
持
っ
て
い
る
。
第
一
議
会
の
場
合
の
議
員
数

も
表
示
す
る
。

川
皇
族
、
公
爵
・
侯
爵
(
無
給
)

凶
伯
爵
・
子
爵
・
男
爵
(
有
給
)

同
「
国
家
ニ
勲
労
ア
リ
又
ハ
学
識
ア
ル
者
L

か
ら
天
皇
が
任
命
(
有
給
)

四
一
名
(
う
ち
皇
族
一

O
名
)

一
O
四
名

六
一
名

文
学
部
論
集

第
八
瓦
号
(
ニ

0
0
一
年
三
月
)

凶
各
府
県
ご
と
の
多
額
納
税
者
一
五
名
(
有
給
)

山
は
、
そ
れ
ら
の
資
格
取
得
と
同
時
に
貴
族
院
議
員
た
る
資
格
も
取
得
し
た
こ
と

に
な
る
終
身
議
員
で
あ
る
。
聞
は
、
[
伯
爵
]
、
[
子
爵
・
男
爵
]
の
集
団
ご
と
に

選
挙
し
、
当
選
者
を
天
皇
が
任
命
す
る
。
任
期
は
七
年
。
同
は
、
内
閣
の
推
薦
し

天
皇
が
任
命
し
、
終
身
議
員
で
あ
る
。
凶
は
、
そ
の
一
五
名
に
よ

一
名
を
天
皇
が
任
命
し
、
任
期
七
年
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
規
定

四
五
名

た
候
補
者
を
、

る
選
挙
を
行
い

し
た
「
貴
族
院
令
L

(

一
八
九
O
年
二
月
一
一
日
公
街
)
は
、

ω川
聞
の
勅
任
議
員
数

の
合
計
が
、
川
間
の
有
爵
議
員
数
を
超
え
な
い
こ
と
、
と
規
定
し
て
い
た
(
第
一

条
、
第
七
条
)
。
こ
れ
ら
は
、
ま
さ
に
華
族
制
度
が
「
皇
室
の
藩
扉
」
と
し
て
設

け
ら
れ
た
特
権
制
度
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
貴
族
院
議
員
席
次
」
(
『
院

速
記
録
』
一
i
三
頁
)
は
、
有
栖
川
宮
蟻
仁
親
王
を
筆
頭
に
一

O
人
の
皇
族
を
並

べ
、
一
一
番
か
ら
一
一
一
四
番
ま
で
は
爵
位
と
叙
位
順
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
爵
位

の
場
合
、
叙
位
順
と
な
る
。
伯
爵
伊
藤
博
文
は
従
二
位
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
伯
爵

の
井
伊
直
憲
(
従
一
二
位
)
や
大
原
重
朝
(
正
四
位
)
よ
り
上
に
並
べ
ら
れ
る
。
爵

位
を
有
し
な
い
多
く
の
勅
撰
議
員
も
、
ま
ず
叙
位
順
に
、
岩
崎
弥
之
助
(
正
阿

位
)
か
ら
馬
場
道
久
(
従
七
位
)
ま
で
四
四
人
を
並
べ
、
そ
の
あ
と
に
無
位
無
官

の
三
七
人
が
並
ぶ
。
ま
さ
に
宮
中
席
次
と
同
じ
く
、
天
皇
と
の
距
離
を
も
っ
て
席

次
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

有
爵
議
員
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
維
新
直
後
の
身
分
「
華

族
」
が
、
五
級
の
爵
位
に
よ
る
華
族
制
度
と
な
っ
た
の
は
、

一
八
八
四
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

制
度
設
置
に
備
え
て
、

一
八
八
一
年
の
政
変
を
経
て
、
来
る
べ
き
議
会

上
院
を
構
成
す
る
基
本
の
一
つ
と
し
て
設
け
ら
れ
た
。
同

年
七
月
か
ら
一
八
八
七
年
六
月
ま
で
に
、

五
六
七
名
が
受
爵
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、

五
七
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(
原
田
敬
一
)

公
家
・
大
名
家

四
八
四
名
(
八
五
・
三
%
)

勲
功
に
よ
る
者

八
三
名
(
一
四
・
六
%
)

で
あ
り
、
後
者
の
い
わ
ゆ
る
「
勲
功
華
族
」
は
、
薩
摩
二
八
、

土
佐

長
州
二
三
、

O 

八
0
・
七
%
に
あ
た
る
六
七
名
(
全
体
の
一
一
・
八
%
)
が

肥
前
六
と
、

薩
長
土
肥
で
占
め
ら
れ
て
い
た
(
芝
原
三
三
四
一
良
)
。
「
勲
功
華
族
」
の
う
ち
、
大

久
保
利
和
と
木
戸
孝
正
の
二
名
は
侯
爵
で
あ
る
た
め
に
、
自
動
的
に
貴
族
院
議
員

に
就
任
し
た
が
、
伯
爵
伊
藤
博
文
を
は
じ
め
と
す
る
八
一
名
は
、
伯
爵
・
子
爵
・

男
爵
で
あ
る
た
め
に
、
前
記
し
た
制
度
に
よ
り
選
挙
を
行
わ
な
け
れ
ば
貴
族
院
議

員
に
は
な
れ
な
い
。
互
選
に
よ
り
八
一
名
の
う
ち
二
七
名
が
貴
族
院
議
員
に
な
っ

た
(
枢
密
顧
問
官
・
宮
内
官
な
ど
は
貴
族
院
議
員
と
兼
任
で
き
な
い
た
め
、
互
選
さ
れ

な
が
ら
辞
退
し
た
者
が
数
名
い
る
、
芝
原
三
三
四
頁
)
。

第
一
議
会
の
有
爵
議
員
は
三
二
五
名
、
う
ち
世
襲
の
公
爵
・
侯
爵
議
員
三
二
名
、

互
選
に
よ
る
伯
爵
・
子
爵
・
男
爵
議
員
一

O
四
名
で
あ
っ
た
。
後
者
の
主
力
を
な

し
た
の
が
、
「
勲
功
華
族
L

二
七
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
評
し
て
、
「
参
議
・
省
卿

ク
ラ
ス

(
侯
伯
爵
)
や
高
級
文
武
官
歴
任
者
(
子
男
爵
)
か
ら
な
る
勲
功
日
新
華

族
こ
そ
が
、
事
実
上
有
爵
華
族
層
全
体
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も
掌
握
し

つ
つ
あ
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
(
芝
原
三
三
四
1
五百円)。

聞
の
勅
撰
議
員
は
、

が
、
そ
の
構
成
は

元
老
院
議
官
・
宮
中
顧
問
官
な
ど
歴
任
者

法
制
局
・
枢
密
院
・
各
省
の
高
級
官
僚
歴
任
者

帝
国
大
学
総
長
・
教
授

と
五
二
名
が
官
界
・
学
界
を
代
表
す
る
官
僚
系
と
み
な
さ
れ
、

一
八
九

O
年
九
月
か
ら
一

O
月
に
六
一
名
が
勅
任
さ
れ
た

名
五
名名

民
聞
か
ら
勅
任
さ

コ一五百()。

れ
た
九
名
も
殆
ど
が
前
{
日
変
で
あ
り
、
無
位
無
官
は
一
名
の
み
だ
っ
た
(
芝
原
三

五
八

こ
う
し
た
構
成
で
は
あ
る
が
、
出
自
が
政
治
行
動
の
全
て
を
規
定
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
議
会
制
度
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
持
ち
、
議
会
審
議
に
参
加
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
衆
議
院
に
お
け
る
政
府
と
民
党
の
対
立
を
見
て
、
そ
こ
に
何

か
を
考
え
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
が
究
明
さ
れ
る
問
題
の
一
つ
で
あ
ろ

フ

第
一
議
会
の
経
過
に
つ
い
て

抽
出
す
る
。

第
一
議
会
の
貴
族
院
本
会
議
は
、
次
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
た
。

日
程
と
議
題
を

①
一
八
九

O
年
一
一
月
二
五
日
(
火
)

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

⑦
 

⑧
 

三
O
日
(
日
)

月

一
日
(
月
)

四
日
(
木
)

ハ
日
(
土
)

八
日
(
月
)

一
五
日
(
月
)

一
九
日
(
金
)

決

⑨ 

二
O
日
(
士
)

(
第
一
読
会
)

⑮ 

一
一
二
日
(
月
)

着
席
順
序
、
部
属
分
け
の
抽
選

開
院
式
(
於
一
貴
族
院

貴
族
院
規
則
、

全
院
委
員
長
の
選
挙
等

弁
護
士
法
案
(
第
一
読
会
)

度
量
衡
法
案
(
第
一
読
会
)

貴
族
院
規
則
修
正
動
議
と
委
員
選
出

戸
籍
法
案
(
第
一
読
会
)

海
関
税
に
関
し
政
府
建
議
案
の
動
議
と
表

商
法
・
商
法
施
行
条
例
施
行
期
限
法
律
案

同
右
(
第
一
読
会
の
続
き
、
第
二
読
会
、
第
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八
九

年
文
学
部
論
集

二
五
一
〔
叫
ん
エ
)

二
三
日
(
火
)

二
四
日
(
水
)

二
五
日
(
木
)

月

八
日
(
木
)

九
日
(
金
)

一
二
日
(
月
)

一
三
日
(
火
)

一
五
日
(
木
)

一
六
日
(
金
)

一
七
日
(
土
)

二

O
日
(
火
)

二
八
日
(
水
)

二
九
日
(
木
)

三
一
円
(
金

月

一
一
円
(
月
)

三
日
(
火

同
日
(
水
)

五
日
(
木

九
日
(
月

一
O
口
(
火
)

一
一
一
日
(
木
)

訟
の
件

弁
護
土
法
案
(
第
一
読
会
の
続
き
)

弁
護
士
法
案
(
第
二
読
会
)

特
別
輸
出
港
規
則
追
加
案
(
第
一
読
会
)

弁
護
士
法
案
(
第
二
読
会
の
続
き
)

弁
護
士
法
案
(
第
二
読
会
の
続
き

皮
量
衡
法
案
(
第
一
読
会
の
続
き
)

度
量
衡
法
案
(
第
二
読
会
)

度
量
衡
法
案
(
第
二
読
会
の
絞
き
)

度
量
衡
法
案
(
第
二
説
会
の
続
き
)

度
量
衡
法
案
(
第
二
読
会
の
続
き
)

出
火
・
類
焼
報
告

度
量
衡
法
案
(
第
三
読
会

戸
籍
法
案
(
第
一
読
会
の
続
き

戸
籍
法
案
(
第
一
読
会
の
続
き

戸
籍
法
案
(
第
二
寸
師
会
)

戸
籍
法
案
(
第
二
読
会
の
続
き

戸
籍
法
案
(
第
二
読
会
の
続
き

戸
籍
法
案
(
第
二
読
会
の
続
き

戸
籍
法
案
(
第
三
読
会

貴
族
院
規
則
第

一
六
条
改
正
動
議

前
田
謙
祐
(
多
額
納
税
者
議
口
只
)
選
挙
争

第
八
七
五
日
万
(
二

O
O
一
年
三
月
)

@ ⑬ ⑪ @ @@  ⑮ @ ⑪⑩  ⑬ @ 

一
三
日
(
金
)

る
建
議
案

一
四
日
(
士
)

願
一
六
日
(
月
)

に
関
す
る
建
議
案

一
八
日
(
水
)

都
区
分
合
の
請
願

一
九
日
(
木
)

二
O
H
(
金
)

都
区
分
合
の
請
願

同
右
(
続
き

民
法
及
び
商
法
に
関
す

請
願
委
員
長
報
告
、
菓
子
税
則
改
正
の
請

請
願
委
員
長
報
告
、
陸
地
測
量
完
成
期
限

酒
造
税
則
改
正
請
願

地
租
軽
減
請
願
、

三
条
実
美
「
亮
去
」
に
よ
り
休
会

酒
造
税
則
改
正
請
願

也
日
主
主
主
目

E、、

ιι土
本
よ
陶
キ
訂
引
き
日
田
町

請
願
委
u

只
長
報
告
、
菓
子
税
則
改
正
請
願
、

千
葉
県
下
利
根
川
北
岸
村
治
管
轄
変
更
請
願
、

海
軍
省
所
管
軍
艦
及
び
水
雷
艇
抗
兵
器
製

一
一
一
日
(
土
)

二
四
日
(
火
)

造
費
繰
越
に
関
す
る
法
律
案
(
第
一
読
会

明
治

開
墾
殖

民
及
警
備
の
た
め
凶
徒
を
北
海
道
に
移
す
請
願
、

ご
J

ハ
日
(
木
)

二
二
年
法
律
第
一
二
号
廃
止
請
願

請
願
委
員
長
報
告
、
子
算
案
議
定
細
則
案

請
願
委
員
長
報
告
、
予
算
案
議
定
細
則
案

一
一
七
日
(
金
)

(
続
き
て
貴
族
院
規
則
修
正
案
、
郡
域
更
竺
請
願

二
八
日
(
土
)
酒
造
税
則
第
二
一
条
改
正
請
願
、
酒
造
税

則
改
正
請
願
、
都
区
分
合
請
願

月

一
一
日
(
月
)

酒
造
税
則
改
正
請
願
、

郡
換
請
願
、
静
岡

iL 
九
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初
期
議
会
期
貴
族
院
の
動
向
(
原
山
敏
一
)

県
下
回
大
川
治
水
費
を
国
庫
支
弁
の
旧
に
復
す
る
の
請

願
、
酒
造
税
則
改
正
請
願

予
算
案
審
宣
報
告
の
期
限
を
定
む
る
の
件
、

請
願
委
員
長
報
告
、
外
国
に
於
け
る
日
本
婦
女
保
護
法

三
日
(
火
)

議
案
(
第
一
読
会
、
秘
密
会
)

四
日
(
水
)

地
租
徴
収
期
限
改
正
法
律
案
(
第
一
読

会
)
、
政
談
集
会
及
政
社
法
議
案
(
第
一
読
会
)
、

市
債
農
工
業
銀
行
法
案
議
案
(
第
一
読
会
)

都

区

五
日
(
木
)

外
国
に
於
け
る

H
本
婦
女
保
護
法
議
案

(
第
一
読
会
の
続
き
、
秘
術
会
)
、
保
安
条
例
廃
止
法
案

地
租
条
例
改
正
案
(
第
一
読
会
)
、
版
権

法
案
(
第
一
読
会
)
、
置
種
検
査
法
断
行
の
請
願
、
滋

(
第
一
読
会
)
、

賀
県
郡
分
合
の
請
願
、
阿
山
県
郡
分
八
円
の
請
願
、
証
券

印
紙
規
則
改
正
の
請
願
、
菓
子
税
則
改
正
請
願
、

郡
換

の
請
願
、
予
算
案

ハ
日
(
金
)
予
算
案
(
前
会
の
続
き

七
日
(
士
)
請
願
委
員
長
報
告
、
外
国
に
於
け
る
日
本
婦

女
保
護
法
議
案
(
第
二
説
会
、
秘
山
町
会
)
、
地
租
徴
収
期

限
改
正
法
律
案
(
第
一
読
会
の
続
き
て
保
安
条
例
廃
止

法
案
(
第
一
読
会
)
、
版
権
法
案
(
第
一
読
会
)
、
府
県

制
部
制
施
行
期
限
法
律
案
(
第
一
読
会

地
租
条
例

改
正
法
案
(
第
一
読
会
)
、
米
国
大
博
覧
会
出
品
に
関

す
る
予
算
追
加
案
提
出
の
建
議
案
、
茸
種
検
査
法
断
行

O 

の
請
願
、
泌
賀
県
部
分
合
の
請
願
、
岡
山
県
郡
分
人
口
の

証
券
印
紙
規
則
改
正
の
請
願
、
菓
子
税
則
改
正

請
願
、

請
願、

郡
換
の
請
願
、

最
後
に
伊
藤
博
文
貴
族
院
議
長
の
演
説

政
府
が
提
出
し
た
法
律
案
や
予
算
案
の
審
議
の
ほ
か
、
衆
議
院
の
議
員
提
案
に

よ
る
法
律
案
の
審
議
、
貴
族
院
の
議
員
立
法
に
よ
る
法
律
案
の
審
議
、
各
種
の
請

願
の
審
十
九
圧
と
議
論
な
ど
、
様
々
な
会
議
が
、
第
一
議
会
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
速

記
録
は
取
る
が
、
公
開
し
な
い
「
秘
密
会
」
も
実
施
さ
れ
た
が
、
近
年
速
記
録
が

公
開
さ
れ
た
の
で
(
参
議
院
事
務
局
制
『
貴
族
院
秘
密
会
議
事
速
記
録
』
財
団
法
人
参

友
1込

一
九
九
五
年
)
、
内
容
は
判
明
し
た
。
三
月
三
日
と
五

H
に
開
催
さ
れ
た
秘

密
会
は
、

政
府
提
出
の
「
外
凶
ニ
於
ケ
ル
日
本
婦
女
保
護
法
案
」
全
五
条
で
、
売

荏
を
け
的
と
し
た
渡
航
、
勧
誘
な
ど
を
禁
止
す
る
も
の
だ
っ
た
(
同
書
三
頁
)
第

一
読
会
を
終
え
、
第
二
読
会
開
会
を
決
議
し
た
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
だ
が
、

月
j七

日
で
閉
会
と
な
り
、
審
議
未
了
に
終
わ
っ
た
。

本
会
議
の
討
議
は
、
一
般
に
次
の
よ
う
に
進
行
し
た
。
ま
ず
、
第
一
読
会
が
聞

か
れ
、
議
案
の
提
出
と
委
員
の
選
出
が
行
わ
れ
る
。
特
別
委
員
会
の
議
論
を
経
て
、

第
二
読
会
が
聞
か
れ
て
審
議
討
論
が
行
わ
れ
、
第
三
読
会
で
採
決
す
る
。

以
上
の
審
議
過
程
の
特
色
は
、
三
一
点
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
に
、
最
初
の
議
会
と
し
て
、
会
議
規
則
を
制
定
し
た
こ
と
。
一
一
一
月
一
日

に
審
議
し
可
決
し
た
「
貴
族
院
規
則
」
と
、
二
月
下
旬
に
審
議
吋
決
し
た
「
予
算

案
議
定
細
則
」
の
二
つ
で
あ
る
。

前
者
は
、

開
会
以
前
に
調
査
委
員
が
設
け
ら
れ
、

全
二
手
早
か
ら
な
る
「
貴
族

院
規
則
」
草
案
が
作
成
さ
れ
た
。
開
会
初
日
の
一
一
一
月
一
日
、
「
貴
族
院
規
則
」



草
案
は
伊
藤
博
文
議
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
採
用
さ
れ
た
。
た
だ
議
員
か
ら
は
議
事

進
行
と
と
も
に
不
満
が
出
さ
れ
、
会
期
末
が
近
い
二
月
一

O
H
修
正
の
た
め
の
委

員
会
が
設
置
さ
れ
た
が
、
議
場
混
乱
の
内
に
不
成
立
と
な
っ
た
。

後
者
は
、

谷
干
城
が
提
出
し
た
も
の
で
、
二
月
一
一
六
日
提
案
さ
れ
た
。
谷
は
、

予
算
委
員
が
「
ど
れ
か
ら
始
め
て
宜
し
い
か
分
り
ま
せ
ぬ
か
ら
大
体
の
子
続
き
を

定
め
た
」
と
説
明
し
て
了
解
を
求
め
た
(
『
院
速
記
録
』

2
、
五
六
三
頁
)
。
衆
議
院

で
大
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
政
府
提
出
の
予
算
案
を
、
政
府
の
同
意
な
し
に
削
減

で
き
る
か
否
か
、

で
あ
っ
た
。
憲
法
第
六
四
条
は
「
国
家
ノ
歳
出
歳
入
ハ
毎
年
予

算
ヲ
以
テ
議
会
ノ
協
賛
ヲ
経
へ
シ
L

と
あ
っ
て
、
議
会
の
予
算
審
議
権
を
保
障
し

て
い
た
が
、
同
時
に
第
六
七
条
で
「
憲
法
上
ノ
大
権
ニ
基
ツ
ケ
ル
既
定
ノ
歳
出
及

法
律
ノ
結
果
ニ
由
リ
又
ハ
法
律
上
政
府
ノ
義
務
ニ
属
ス
ル
歳
出
ハ
政
府
ノ
同
意
ナ

ク
シ
テ
帝
国
議
会
之
ヲ
廃
除
シ
又
ハ
削
減
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
規
定
し
て
、
皇

室
費
な
ど
天
皇
大
権
に
基
づ
く
支
出
以
外
に
、
「
法
律
上
政
府
ノ
義
務
ニ
属
ス
ル

歳
出
」
の
削
減
は
、
政
府
の
同
意
が
必
要
と
し
て
い
た
。
谷
ら
の
提
案
し
た
「
予

算
案
議
定
細
則
案
L

は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

第
十
条

議
院
に
於
て
憲
法
第
六
十
七
条
に
掲
載
し
た
る
歳
出
の
款
項
を
廃

除
又
は
削
減
せ
ん
と
す
る
と
き
は
政
府
の
同
意
を
求
む
る
こ
と
を
議
決

す
へ
し

第
十
一
条

政
府
の
同
意
を
求
む
る
の
議
決
を
な
し
た
る
と
き
は
議
長
は
文

書
を
以
て
之
を
政
府
に
照
会
す
へ
し

前
項
の
場
合
に
於
て
政
府
の
同
意
を
求
む
る
も
の
は
予
算
案
全
部
に
付

其
の
款
項
を
列
記
し
て
照
会
し
又
は
各
省
所
管
事
」
と
に
照
会
す
る
は
議

院
の
決
す
る
所
に
依
る

文
学
部
論
集

第
八
五
号
(
二
O
O
一
年
三
月
)

前
条
の
場
合
に
於
て
政
府
の
同
意
を
得
た
る
と
き
は
其
の
款
項

に
付
廃
除
削
減
の
議
決
を
な
す
へ
し

第
十
二
条

議
院
に
於
て
憲
法
第
六
十
七
条
に
掲
載
し
た
る
歳
出
の
款
項
に

付
廃
除
削
減
を
企
て
さ
る
も
の
及
政
府
の
同
意
を
求
め
て
之
を
得
さ
る

も
の
は
議
決
す
る
の
限
に
あ
ら
す

第
十
三
条

と
い
う
四
箇
条
を
も
っ
て
対
応
し
よ
う
と
し
た
。

い
ず
れ
も
、
憲
法
第
六
七
条
の

規
定
を
厳
密
化
し
、
政
府
の
同
意
権
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
貴
族

院
本
会
議
は
、
第
一

O
条
か
ら
第
二
一
条
ま
で
は
ほ
ぼ
異
論
な
く
賛
成
多
数
で
成

立
さ
せ
た
が
、
第
一
三
条
は
紛
糾
し
た
。
村
田
保
が
、
第
二
二
条
は
憲
法
第
六
四

条
(
予
算
審
議
権
)
違
反
で
あ
る
か
ら
削
除
を
提
議
す
る
と
、
三
浦
安
が
賛
成
し
、

鹿
毛
信
盛
も
「
議
決
せ
ず
と
云
ふ
こ
と
に
な
れ
ば
立
法
部
た
る
議
院
は
自
ら
其
権

限
を
狭
め
る
も
の
」
(
『
院
速
記
録
』

2
、
五
八
二
頁
)
と
原
案
を
強
く
批
判
し
た
が
、

採
決
で
は
原
案
が
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
「
い
わ
ゆ
る
「
既
定
費
」
・
「
法
律

費
」
・
「
義
務
費
」
な
ど
憲
法
第
六
七
条
費
目
に
か
ん
す
る
予
算
審
議
過
程
そ
の
も

の
へ
の
行
政
府
の
介
入
の
慣
行
L

の
成
立
を
意
味
す
る
も
の
だ
っ
た
(
前
掲
芝
原

三
三
九
頁
)
。
制
度
の
持
つ
意
味
は
「
行
政
府
の
介
入
L

を
可
能
に
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
貴
族
院
で
も
異
論
が
出
て
い
た
こ
と
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。

第
二
は
、
い
わ
ゆ
る
「
議
員
立
法
」
が
、
第
一
議
会
か
ら
、
衆
議
院
・
貴
族
院

と
も
に
試
み
ら
れ
た
が
、
両
院
の
聞
に
は
取
り
組
み
の
温
度
差
が
あ
っ
た
。
第
一

議
会
の
貴
族
院
で
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
法
案
は
、

議
案
」
(
発
議
一
子
爵
海
江
田
信
義
・
子
爵
由
利
公
正
、

「
郡
区
市
債
農
工
業
銀
行
法

一
八
九
一
年
三
月
二
日
)
の

み
で
、
衆
議
院
が
「
商
法
・
商
法
施
行
条
例
施
行
期
限
法
律
案
」
、
「
地
租
徴
収
期

限
改
正
法
律
議
案
」
、
「
政
談
集
会
及
政
社
法
議
案
」
、
「
保
安
条
例
廃
止
法
案
」
、

/、



請願と処理状況表

初
期
議
会
期
貴
族
院
の
動
向
(
原
岡
敬
一
)

紹介者

菓子税則全廃(栃木県足利町菓子製造人98名) 菊池三郎 x (1890.12.20) 

富国済民(山形県天童平氏佐藤伊之古) 子爵五条為栄 x (1890.12.25) 

織物工業の儀(京都府丹後国与謝郡三河内村平民織物業野村治良兵衛外22名)

子爵谷干城 x (1890.12.25) 
菓子税則廃止(大阪府平氏菓了尚238名) 不明 x (1890.12.25) 
商法実施延期、実施断行(数通) 不明 o (1890目 12.25←不明)

衆議院議員選挙法第12条改正(和歌山県紀伊国日高郡次奈村平民藤田良龍外34人)

久保田真吾 x (1891.1.12) 
菜子税則改正(大阪市南区松屋町平民牧野千年七外1244名)

小畑美稲 o (1891.1.12--1891.2.23) 
千葉県下利根川北岸村落管轄変更(千葉県下総国香取郡大須賀村伊能佐藤民治外65名)

不明 。(不明 1891. 2.23) 

開墾殖民警備の為囚徒を北海道に移す(岩谷松平)不明 O(不明 ー 1891.2.23不採択)

明治22年法律第12号廃止(東京府知事蜂須賀茂紹)不明 O(不明 1891. 2.23) 

明治22年法律第12号廃止(京都府知事北柄国道)不明 。(不明 ー 1891.2.23)

富国強兵に関して(東京市麹町区紀尾井町三番地寄留山形県平氏筒井明俊) [第29号]

西村茂樹 x (1891. 2 .14) 

[第16号一第27サニ同趣旨] 不明 。 (1891.2.16--1891.2.18.2.20不採択)

地租軽減[第28号J(和歌山県東牟雲郡上太田村平氏坂地熊市外81名岡下太田村、1"氏木本熊市外65名)

不明 。 (1891.2.16--1891.2.20不採択)

都区分合(京都府山城国宇治郡村長問名) [第30~ナ]不明 。 (1891.2.26--1891.2.20ィ、採択)

酒造税則第21条改正(香川県高松市、F氏宮武次平外55名)不明 。 (1891.2.21--1891.2.28)

郡条更正(埼玉県北葛飾郡高野村平民井上精一郎外62名)不明 o (1891.2.21--1891.2.27) 
酒造税則改正(千葉県上総国夷隅郡御宿村久保平民酒造営業人岩瀬武司外36名)

不明 o (1891.2.23--1891.2.28不採択)

郡|メ分合(岐阜県方県郡三筒村村長) 不明 o (1891. 2.26一日程終日

酒造税則改正(岡山県備中国酒造常業人徳間常外6名)不明 o (1891.2-27--1891.3.2不採択)

郡換 (栃木県下野国足利君s富国村平民島田太良吉外37名)不明。 (1891.2.27--1891.3.2)

静岡県下回大川治ノド費を国庫支弁のIRに復する(静岡県豊田郡中泉町楳原村組合村長外41名)

不明 。(1891.2.27ー 1891.3.2) 

酒造税則改正(青森県陸奥凶三戸郡士族酒造営業人野111奇相治外45名)不明 。 (1891.2.27--1891.3目2不

採択)

重量種検査法案断行(不明) [第45号] 不明

滋賀県郡分合 (ィ、明) [第46号] イJ月

郡分合法案 (岡山県某) [第47号] 不明

証券印紙規則j中改正(不明) [第48ザ] 不明

菓子税則改正(山口県某) [第49号] 不明

郡界 (茨城県村長某) [第50号] 不明

郡城合併(滋賀県近江匝l長浜町・村長) [第51号]不明

島根鳥取両県合併(島根県松江某) [第52号] 不明

結果(報告日 本会議採択日)

。(1891.3.3 日程終了)

o (1891.3.3 日程綜[)

o (1891.3.3一日程終了)

o (1891. 3.3一日程終了)

o (1891. 3.3 日程終了)

o (1891. 3.3一日程終了)

o (1891.3.7--!:l程終了)

o (1891.3.7 日程終了)

標題

/、(注) 結果欄のOは、請願委員会で、本会議に付して政府に送付すべし、と決議したもの。×は、請願委

員会で、本会議に付さない、と決議したもの。

(典拠院速記録」各号より。



「
地
租
条
例
改
正
案
」
、
寸
版
権
法
案
」
と
六
本
を
可
決
し
て
、
貴
族
院
に
送
付
し

た
の
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
少
な
い
。
貴
族
院
の
ほ
う
が
立
法
作
業
を
熟
知

し
た
経
験
者
に
と
ん
で
い
た
と
息
わ
れ
る
が
、
最
初
の
議
会
を
、
保
安
条
例
や
集

会
及
政
社
法
な
ど
い
わ
ば
悪
法
改
正
の
好
機
と
捉
え
た
衆
議
院
と
、
政
府
の
立
場

を
よ
り
よ
く
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
貴
族
院
の
違
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
は
、
貴
族
院
に
も
人
民
か
ら
の
請
願
書
が
多
数
届
き
、

そ
れ
ら
を
逐
次
審

議
し
て
い
る
こ
と
。
請
願
委
員
長
(
侯
爵
蜂
須
賀
茂
紹
)
の
報
告
し
た
「
請
願
文

書
表
」
が
未
発
見
の
た
め
、
本
会
議
に
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
た
も
の
か
ら
し
か

状
況
が
つ
か
め
な
い
。
請
願
委
員
の
三
浦
安
が
、
会
期
半
ば
の
こ
月
一

O
日
に
報

告
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば

一
二
月
六
日
か
ら
こ
の
日
ま
で
に
、
請
願
書
は
一
四

九
通
出
た
と
い
う
。
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
本
会
議
に
付
す
べ
し
、

と
さ
れ
た

の
が
二
八
通
、
受
理
せ
ず
し
て
却
下
し
た
の
が
一
九
通
、
未
審
査
が
九
七
通

(
『
院
速
記
録
』

2
、
四
二
四
頁
)
だ
っ
た
。
未
受
理
の
一
九
通
を
除
い
て
一
三

O
通

の
請
願
書
を
委
員
会
は
審
査
し
た
は
ず
だ
が
、
本
会
議
へ
の
報
告
を
も
と
に
作
成

し
た
表
「
請
願
と
処
理
状
況
」
で
は
、
三
分
の
一
強
の
四
一
通
程
度
が
判
明
す
る

に
と
ど
ま
る
。
本
会
議
に
付
さ
れ
た
も
の
は
、
請
願
委
員
長
の
報
告
が
あ
っ
た
は

ず
だ
が

い
つ
報
告
し
た
の
か
不
明
の
も
の
も
数
件
見
ら
れ
る
。
特
色
は
、
本
会

議
で
採
択
と
な
っ
た
も
の
は
、
「
人
民
の
休
戚
」
に
関
わ
る
も
の
、
と
い
う
判
断

基
準
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
一
議
会
で
は
、
各
地
か
ら
、
税
則
に
対
す
る
不

満
が
噴
出
し
、
衆
議
院
に
も
貴
族
院
に
も
そ
の
改
正
を
求
め
る
請
願
が
殺
到
し
た

こ
と
が
、
表
か
ら
確
認
で
き
る
。
焦
点
は
、

地
租
、
酒
造
税
則
、
菓
子
税
則
の
三

つ
、
、
こ
つ
こ
。

J

一ナ
J

V

J

J

地
租
軽
減
の
請
願
は
一
件
に
止
ま
っ
た
。
し
か
も
こ
の
和
歌
山
県
の
請
願
は
、

文
学
部
論
集

第
八
五
号
(
二

O
O
一
年
三
月
)

東
牟
婁
郡
内
の
二
つ
の
大
字
の
み
が
重
課
に
な
っ
て
い
る
か
ら
修
正
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
求
で
あ
っ
た
た
め
、
改
正
は
「
海
内
一
般
」
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い

ニ
浦
安
の
発
言

一
八
九
一
年
-
一
月
二

O
日
、
『
院
速
記
録
』

2
、
五
二
二
百
九
)
と
い

う
正
論
に
よ
っ
て
不
採
択
と
な
っ
た
。

酒
造
税
則
に
は
、

四
通
の
請
願
書
が
提
出
さ
れ
た
。
表
に
[
第
日
号
1
第
幻

口マ
H
岡
趣
旨
]
と
書
い
て
あ
る
の
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
で
は
明
確
に
一
不

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

そ
う
記
し
た
の
だ
が
、
報
告
の
二
日
後
、
二
月
一
八

日
に
「
酒
造
税
則
改
正
の
請
願
」
文
書
と
貴
族
院
の
「
意
見
書
」
が
本
会
議
に
上

程
さ
れ
、
審
議
さ
れ
た
(
『
院
速
記
録
』

2
、
同
九
五
i
五一

O
頁
)
。
請
願
者
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
(
同
四
九
五
頁
)
。

愛
媛
県
伊
予
国
久
米
郡
石
井
村
平
民
玉
乃
井
弥
三
郎
外
十
一
人

同
国
北
宇
和
郡
愛
治
村
平
民
玉
井
卓
一
外
卜
一
人

同
国
西
宇
和
郡
川
之
石
村
平
民
菊
地
徳
八
郎
外
一
二
十
人

同
国
浮
穴
郡
参
川
村
平
民
菊
地
政
太
郎
外
八
人

岡
田
宇
摩
郡
土
分
村
一
平
民
今
村
森
治
外
十
一
人

同
国
北
宇
和
郡
明
治
村
平
民
吉
田
精
三
外
卜
二
人

同
国
下
浮
穴
部
中
山
村
平
氏
高
野
清
士
口
外
九
人

同
国
新
居
郡
西
条
町
一
半
民
木
村
由
松
外
十
七
人

阿
国
伊
予
郡
松
前
村
平
民
武
智
良
太
郎
外
十
四
人

同
国
下
浮
穴
郡
南
古
井
村
平
民
東
胤
温
外
十
一
人

同
国
風
早
郡
北
条
村
平
民
豊
田
七
郎
外
四
十
三
一
人

同
国
喜
多
郡
大
洲
町
平
民
矢
野
文
治
外
二
十
八
人

い
ず
れ
も
「
酒
造
税
則
改
正
の
請
願
」
で
あ
り
、
十
二
通
あ
る
か
ら
「
請
願
文
書

ノ、



初
期
議
会
期
貴
族
院
の
動
向
(
原
山
敬

表
L

の
第
十
六
口
ず
か
ら
第
二
十
七
号
に
あ
た
る
も
の
と
判
断
し
た
。
請
願
委
員
会

は
、
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
貴
族
院
「
意
見
書
」
を
作
成
し
、
本
会
議
に
か
け
た
の

で
、
本
稿
で
も
こ
れ
ら
を
一
通
と
考
え
、
検
討
す
る
。
請
願
委
員
会
作
成
の
貴
放

院
「
意
見
書
案
」
は
、

現
行
酒
税
税
則
を
造
石
税
(
一
石
四
円
以
上
六
円
以
下
)

と
免
許
税
を
賦
課
す
る
「
過
重
の
負
担
」
と
批
判
し
、
自
家
用
料
酒
禁
止
・
検
査

法
の
簡
便
化
・
西
洋
模
造
酒
に
謀
税
の
改
正
三
点
は
「
悉
く
穏
当
な
り
」
と
認
め

て
い
た
。
し
か
し
、
本
会
議
で
は
、
自
家
用
料
酒
禁
止
な
い
し
は
課
税
と
い
う
改

正
点
に
批
判
が
集
中
し
、
「
他
を
禁
じ
て
白
家
の
利
を
益
す
L

の
は
「
勝
手
な
る

請
願
」
(
子
爵
谷
干
城

一
八
九
一
年
二
月
二

O
口
、
「
院
速
記
録
』

2
、
五
O
九
頁

と
不
採
択
と
な
っ
た
。
貴
族
院
で
は
、
改
正
点
で
合
意
が
成
立
し
な
か
っ
た
が
、

自
由
民
権
運
動
で
も
課
題
に
な
っ
て
い
た
酒
税
改
正
を
必
要
と
認
め
た
と
こ
ろ
に
、

請
願
権
が
有
利
に
作
用
し
た
事
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
八
日
後
に
本
会
議
に

付
さ
れ
た
、
千
葉
県
の
酒
税
改
正
の
請
願
で
も
、
自
家
用
料
酒
の
課
税
が
目
的
で

あ
っ
た
た
め
に
、
本
会
議
で
は
不
採
択
と
な
っ
た
。

菓
子
税
則
に
は
四
通
の
請
願
書
が
提
出
さ
れ
、
審
議
さ
れ
た
。
菓
子
税
則
が

「
厳
酷
で
あ
る
と
一
五
ふ
理
由
に
於
て
は
或
は
採
る
べ
き
所
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
」

(
委
員
長
蜂
須
賀
茂
留
の
発
言
、

一
八
九
O
年
一
二
月
二

O
H
)
が
、
「
全
廃
」
要
求

を
審
査
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
、

と
い
う
判
断
か
ら
、
請
願
委
員
会
は
本
会
議

に
付
さ
な
い
と
結
論
し
、
二
通
を
前
後
し
て
却
下
し
た
が
、
「
売
上
高
に
課
税
す

る
か
如
き
は
到
底
公
平
を
得
難
く
且
好
商
の
不
正
を
防
く
に
途
な
き
」
(
「
貴
族
院

意
見
書
案
」
、
『
院
速
記
録
』

2
、
五
三
七
頁
)
と
い
う
理
由
か
ら
の
改
正
は
承
認
し

た。

日
程
終
了
に
よ
り
本
会
議
の
議
論
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
通
は
、

記
録
的
な
事
項
が
二
つ
あ
る
。

四

一
八
九
一
年
一
月
一
九
日
深
夜
、
漏
電
に
よ
り
衆
議
院
か
ら
出
火
し
、
貴
族
院

一
月
二

O
日
か
ら
の
本
会
議
は
、
麹
町
区
内
山
下
町
に
あ
っ

も
類
焼
し
た
た
め
、

た
鹿
鳴
館
で
開
催
さ
れ
た
(
『
院
速
記
録
』
号
外
、
復
刻
版
二
八
七
百
九
)
。

会
期
中
に
亡
く
な
っ
た
の
は
四
名
。
国
司
順
正
(
一
八
九

O
年
一
二
月
一
八
日
)
、

柳
楢
悦
(
海
軍
少
将
、

一
八
九
一
年
一
月
一
五
H
)
、
九
鬼
隆
義
(
子
爵
、
同
年
一
月

二
四
日
)
、

三
条
実
芙
(
公
爵
、
内
大
臣
、

一
八
九
一
年
二
月
一
八
日
)
。
辞
職
し
た

一
月
二
五
日
)
、
神
田
孝
平
(
一

八
九
一
年
二
月
一

O
H
)
、
西
同
(
同
年
一
一
月
一
七
日
)
、
今
村
和
郎
(
同
年
三
月
二
一

の
も
四
名
。
柳
原
前
光
(
伯
爵
、

一
八
九
O
年一

日)。八
名
の
欠
員
の
う
ち
、
補
欠
選
挙
に
よ
り
会
期
中
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、

人

柳
原
の
跡
を
襲
っ
た
伯
爵
万
里
小
路
通
一
房
(
一
八
九
一
年
二
月
五
日
当
選
)

0

む
す
び
に
か
え
て

議
事
録
を
も
と
に
し
て
、
何
が
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
て
い
た
の
か
を
確
認
す

る
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
っ
た
。
衆
議
院
の
議
論
と
の
関
連
、
主
役
と
な
っ
た

谷
干
城
や
伊
藤
博
文
、
伊
東
巳
代
治
、
蜂
須
賀
茂
昭
、
コ
一
浦
安
、
村
田
保
な
ど
に

も
焦
点
を
あ
て
て
続
稿
を
完
成
さ
せ
る
の
が
、
次
の
目
標
と
な
る
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
二
0
0
0
年
度
悌
教
大
学
特
別
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
で
あ
る
。

(
は
ら
だ
け
い
い
ち
史
学
科
)

二
O
O
O
年
十
月
十
八
日
受
理


